




















MEPSガイダンスは、各メンバーごとに、最新初期時
刻と 1初期時刻前のコントロールランとの二つの予測
値のみを使用した LAFを行う。1初期時刻前を使用す
る理由は、実行頻度が 1日 1回だった部内試験運用開
始当初の設定を引き継いでいるからである。NAPS10

では実行頻度が 1日 4回になったことから、データが蓄
積され次第、適切な LAFの設定を求める調査を行う予
定である。コントロールランを使用する理由は、同一
メンバーの予測に一貫した予測特性があるわけではな
く同一メンバー同士の LAFは適切ではないこと、コン
トロールランの精度が他のメンバーに比べて統計的に
最も良い7ことの二点から、コントロールランが LAF

の相手として、他のメンバーよりも妥当と考えたため
である。
MEPSガイダンスの利用方法は検討を進めていると

ころである。気温や乱気流指数では、MEPSガイダン
スのアンサンブル平均の精度がMSMガイダンスのそ
れを上回ることが確認されており (高田 2017)、MEPS

ガイダンスのアンサンブル平均を予測に直接利用する
ことが考えられる。ただし、降水や発雷確率のように、
単純に平均しただけでは、MSMガイダンスに対して
明確な精度向上が難しいMEPSガイダンスもある。こ
れらの利用の際には、アンサンブル平均を補正するな
どの工夫が必要であることに注意していただきたい。
アンサンブル平均以外にも、各メンバーの予測値の

ばらつきからは信頼度情報、閾値を超える確率からは
大雨の可能性、最大値を予測したメンバーからは最悪
シナリオの想定に関する有用な情報が提供できると考
えられる。閾値を超える確率の例として、図 1.5.4に
平成 30年台風第 21号が近畿地方から日本海へ進んだ
時の、日本時間 9月 5日 3時を対象とするMEPS24時
間最大降水量ガイダンス (MEPS−RMAX24)の予測を
示す。実況では四国地方南東部、紀伊半島、東海地方、
東海から北陸地方の山間部で 200 mm/24hを超える大
雨となった。コントロールラン8（図 1.5.4中央）の予
測において 200 mm/24h超となる降水域の分布には、
200 mm/24hを超える確率9（図 1.5.4右）と同様の傾
向があり、多くのメンバーがコントロールランと同様
の位置に大雨を予測をしたことが分かる。実況でも概
ね同じ地域で大雨となっていることから、閾値を超え
る確率が大雨の可能性や信頼度の判断に活用できるこ
とを示唆している。

1.5.5 まとめ
MEPSは 2019年 6月頃に本運用を開始する計画で

ある。本節では、本運用予定のMEPSの仕様と特性に

7 コントロールランとアンサンブル平均の精度は同程度であ
るが、一貫した予測特性という観点からコントロールランを
使用している。
8 MSM24時間最大降水量ガイダンスと同一となる。
9 全 21メンバー中、200 mm/24hを超えたメンバーの割合
を格子毎に計算した値。

ついて説明し、部内試験運用中のMEPSガイダンスの
概要を述べた。気象庁において、短期予報におけるア
ンサンブル予報の利用はMEPSが初めてであり、その
利用については検討の余地があるため、今後も継続し
て検討を行う。MEPSのスプレッドと誤差の関係には、
予測の不確実性をより適切に表現するよう改善すべき
点が見えており、本運用開始後も初期摂動の改良や小
野 (2016a)で述べたモデル摂動や下部境界摂動の開発
等に引き続き取り組む予定である。
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図 1.5.4 平成 30年台風第 21号事例での 2018年 9月 5日 3時を対象とするMEPS−RMAX24の予測。（左）観測の 24時間
最大降水量 [mm/24h]、（中央）コントロールランの 24 時間最大降水量予測 [mm/24h]、（右）MEPS−RMAX24 において
200 mm/24hを超える確率 [%]。初期時刻は 2018年 9月 3日 06UTC。

表 1.5.2 部内試験運用中のMEPSガイダンスの要素一覧と、それぞれの予測値の作成方法。
天気予報ガイダンス
ガイダンス名 予測要素 予測値の作成方法

降水ガイダンス 最大降水量、平均降水量、

MSMガイダンスの予測式を各メンバーに適用

降水確率

降雪ガイダンス 最大降雪量（格子）、
降水種別、降雪量（地点）

風ガイダンス 定時風、最大風速、
最大瞬間風速

視程ガイダンス 視程

気温ガイダンス

（EPS型）最高、最低、
時系列気温

カルマンフィルタで逐次更新（説明変数のアンサン
ブル平均を使用）した係数を各メンバーに適用

（CTL型）最高、最低、
MSMガイダンスの予測式を各メンバーに適用時系列、格子形式気温

発雷確率ガイダンス 発雷確率 LAFは、最新初期時刻と 1初期時刻前の
コントロールランとの 2つで行う

航空気象予報ガイダンス
気温ガイダンス 最高、最低、時系列気温

MSMガイダンスの予測式を各メンバーに適用視程ガイダンス 視程、視程確率、天気

雲ガイダンス 雲量、雲底高度、
雲底確率

発雷確率ガイダンス 発雷確率 MSMガイダンス同様に天気予報ガイダンスを
内挿して作成

航空悪天 GPV

乱気流指数
国内航空悪天 GPVと同じ予測式を各メンバーに
適用

着氷指数
積乱雲量・雲頂高度
圏界面気圧

気温、風、湿度などの一般要素 国内航空悪天 GPVと同様に各メンバーの予測値を
内挿
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